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給湯設備改修工事

東京大学（検見川）体育セミナーハウス２階客室系統
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凡　例　表

 -     A1
 -   　A3

　名　　　　　　称 摘　　　　　　　　　要 　備　　　　　　考

給 水 管 （ 市 水 ）

排 水 管 （ 排 水 ）

　Ｇ ガ 　 ス 　 管

　Ａ エ ア 抜 き 管

GV GV
仕 　 切 　 弁 ＪＩＳ１０ｋｇ／ｃ㎡ 　ＳＵＳ製

　記　　　　　　号 　名　　　　　　称 摘　　　　　　　　　要 　備　　　　　　考

GV GV
仕 　 切 　 弁

CV CV
逆 　 止 　 弁

ＪＩＳ１０ｋｇ／ｃ㎡ 

　Ｇ

　Ａ

減 　 圧 　 弁

防 振 継 手

防 蝕 サ イ レ ン サ ー

密 閉 式 膨 張 タ ン ク

無 圧 式 温 水 器

B-2

B-2

無 圧 式 温 水 器

給 湯 管 （ 往 ）

給 湯 管 （ 返 ）

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管　SGP-PB　　JWWA K132

配管用炭素鋼鋼管（白）　　JIS G 3452

配管用炭素鋼鋼管（白）　　JIS G 3452

（改　修） （既　設）

給 水 管 （ 市 水 ）

排 水 管 （ 排 水 ）

ガ 　 ス 　 管

エ ア 抜 き 管

給 湯 管 （ 往 ）

給 湯 管 （ 返 ）

配管用銅管（Ｍタイプ）　　JIS H 3300

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管　SGP-PB　　JWWA K132

配管用銅管（Ｍタイプ）　　JIS H 3300

東京ガス（株）指定品

配管用炭素鋼鋼管（白）　　JIS G 3452

配管用炭素鋼鋼管（白）　　JIS G 3452

ＪＩＳ１０ｋｇ／ｃ㎡ 　衝撃吸収形

球形ゴム製機器表参照

機器表参照

EXT-2

保温区分：グラスウール

保温区分：グラスウール

保温区分：グラスウール

機器表（改修） 機器表（既設）

機器表・凡例表（改修・既設）

一般配管用ステンレス鋼鋼管

一般配管用ステンレス鋼鋼管

ガス供給事業者の基準に適合するもの

GC GC
都 市 ガ ス 用 遮 断 弁 ガス供給事業者の基準に適合するもの

給湯設備改修工事

Ｂ　－　２

機器番号 機 器 名 称 機 器 仕 様 台数
相 電 圧 容 量

電 気 容 量

無 圧 式 温 水 器

設置場所 備　　考

１形　　式　　鋳鉄製無圧式ヒーター（屋内型）

定格出力　　314 KW

回 路 数 １回路

２Ｆボイラー室

給 湯 量

補助動力　　バーナー ３ ２００ 0.4  Kw

３ ２００ 0.75 Kw

最高使用圧力 50mmAq

82 l/min（ 5℃ ～ 60℃）

伝熱面積　　5.1ｍ2

ガス消費量　30.6 Nm3 （都市ガス　13A）

　　　　　　集熱ポンプ

熱交換器材質 SUS304

制御方式　　ＯＮ－ＯＦＦ

本体重量　　1,290 Kg（参考）

付 属 品 標準付属品一式，感震器

外形寸法　　930 × 2092 ×1995 mm（参考）

※機器は現地組立

本体は分割可能とする。

煙道サイズ　210φ　1.5ｍ　コーナー部１箇所

Ｂ　－　２

機器番号 機 器 名 称 機 器 仕 様 台数
相 電 圧 容 量

電 気 容 量

無 圧 式 温 水 器 形　　式　　無圧開放式温水器（蓄熱貯湯型）

設置場所 備　　考

１ ２Ｆボイラー室

缶体出力　　200,000 Kcal/H

缶水容量 1500l

本体重量　　1,030 Kg

90 l/min（ 5℃ ～ 60℃）給 湯 量

ガス消費量　37.5 Nm3 （都市ガス　13A）

補助動力　　バーナー

　　　　　　循環ポンプ

３ ２００ 0.4  Kw

３ ２００ 0.75 Kw

最高使用圧力 50mmAq

付 属 品 標準付属品一式，感震器

伝熱面積　　6.1ｍ2

昭和鉄工株式会社

型式：SNS-T2000G

電気容量は参考値とする。※

概要図

東京大学（検見川）体育セミナーハウス２階客室系統
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平面図（改修）　1/30

立面図（改修）　1/30

平面図（既設）　1/30

立面図（既設）　1/30

給湯設備平面・立面図（改修・既設）

GV65

減圧弁減圧弁

－　注記　－ －　注記　－

１．機器本体（無圧式温水器（付属品を含む））及び給湯配管等（図示太線配管）を撤去する。

２．配管（給湯（住環）・給水）の保温仕上げはアルミガラス仕上である。

１．機器本体（無圧式温水器（付属品を含む））及び給湯配管等（図示太線配管）を更新する。

２．配管（給湯（住環）・給水）の保温仕上げはアルミガラス仕上とする。

３．図示の配管等で太線のものは、撤去対象である。

４．図示の機器・配管等で細線のものは、撤去対象外（既設再使用）である。

５．煙道は図示塗潰し範囲で撤去とする。

６．温水器本体及び配管等に保有されている残存水は、撤去前確実に除去し漏水事故が起こらないよう注意すること。

７．ガス配管撤去の際は、管内残存ガスを充分にパージした上で注意して行なうこと。

８．配管材と保温材は撤去の際分離すること。

９．機器類は搬出が可能な様に、機械室内にて分割解体を行うこと。

４．図示の配管等で細線のものは、改修対象外（既設再使用）である。

３．図示の配管等で太線のものは、改修対象である。

５．煙道は図示塗潰し範囲を更新とする。

６．既設動力・制御配線を利用し、既設給湯循環ポンプを連動運転させること。

７．感震器（機器付属）は更新とし、制御配線は既設再使用とする。

８．機器側接続の各種配管サイズは各メーカー推奨サイズとする。

９．新設機器据付け用のあと施工アンカーボルト（SUS製）は、全て新設とする。

10．機器本体は搬入が可能な様に分割搬入とし、現地組立を原則とする。

11．改修工事に必要な養生等は本工事範囲に含むものとする。

M - 04

12．搬出入の際に必要となる扉の取外し、再取付けは本工事とする。

10．撤去作業に必要な養生等は本工事に含むものとする。 概要図

給湯設備改修工事

東京大学（検見川）体育セミナーハウス２階客室系統


